
第2297号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2019年10月20日（1）

三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
5
0
0
部

秋
の
拡
大
月
間
は
10
月
14
日

現
在
、
全
都
の
拡
大
数
は
2
1

9
3
人
、
拡
大
率
1
・
91
％
の

到
達
で
す
。
す
で
に
豊
島
と
府

中
国
立
の
2
支
部
が
月
間
3
・

5
％
目
標
を
突
破
し
、
年
間
拡

大
で
は
板
橋
、
豊
島
、
多
摩
西

部
、
府
中
国
立
の
4
支
部
が
12

％
目
標
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

八
王
子
支
部
の
第
4
次
統
一
行

動
の
初
日
に
あ
た
る
10
月
9
日
、

第
8
分
会
で
は
分
会
長
の
坂
爪
さ

ん
の
事
務
所
に
8
人
の
仲
間
が
集

合
。
二
手
に
分
か
れ
て
訪
問
行
動

に
出
か
け
ま
し
た
。

坂
爪
分
会
長
、
加
藤
分
会
財
政

部
長
、
吉
田
書
記
は
、
11
月
10
日

に
立
川
タ
チ
ヒ
ビ
ー
チ
で
開
催
す

る
八
王
子
支
部
50
周
年
イ
ベ
ン
ト

「
ど
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
タ

チ
ヒ
」
の
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
、
3

件
の
仲
間
を
訪
問
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
へ
の

お
誘
い
や
豪
華
ハ
ム
セ
ッ
ト
が
当

た
る
仲
間
の
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

最
初
に
訪
れ
た
上
久
保
さ
ん
宅

で
は
、
奥
さ
ん
と
の
会
話
の
中
で

坂
爪
さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た

こ
と
が
あ
る
と
分
か
り
、
仲
間
の

繋
が
り
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

「
厚
生
年
金
加
入
の
問
題
も
落

ち
着
い
た
。
う
ち
の
分
会
で
は
8

月
に
2
人
加
入
し
た
と
こ
ろ
な
の

で
、
対
象
者
が
な
か
な
か
出
て
こ

な
い
」と
坂
爪
分
会
長
。
し
か
し
、

「
従
業
員
が
入
れ
替
わ
る
事
業
所

な
ど
を
探
し
、
地
道
に
声
か
け
は

続
け
て
い
く
。
あ
と
は
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
盛
り
上
げ
て
い
け

ば
、自
然
と
人
は
集
ま
っ
て
く
る
」

と
、
達
成
に
向
け
て
の
意
気
込
み

を
明
る
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入廷行進をする建設アスベスト訴訟原告と
統一本部の役員（埼玉土建教宣部提供）

9
月
27
日
、
東
京
地
裁
第
1
0

3
号
法
廷
で
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
・
東
京
ル
ー
ト
2
陣
第
29
回

期
日
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

の
法
廷
で
は
、吉
田
重
男
さ
ん（
村

山
大
和
）
ら
が
意

見
陳
述
。
吉
田
さ

ん
は
、
2
陣
提
訴

か
ら
5
年
4
カ
月

の
間
に
26
人
の
原

告
が
無
念
の
う
ち

に
亡
く
な
り
、
1
1
3
人
の
原
告

で
本
人
原
告
は
34
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
遺
族
原
告
も
高
齢
化
し

て
い
る
。
命
あ
る
う
ち
の
全
面
的

な
解
決
を
、
と
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、
弁
護
団
は
各
ル
ー
ト
の
判
決

で
の
到
達
点
を
不
動
の
も
の
と

し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
前
進
さ
せ

る
立
場
で
国
、メ
ー
カ
ー
の
責
任
、

一
人
親
方
救
済
な
ど
の
意
見
陳
述

を
行
な
い
結
審
し
ま
し
た
。
（
判

決
は
2
0
2
0
年
4
月
17
日
）

開
廷
前
の
午
前
9
時
か
ら
地
裁

前
集
会
を
開
き
、
約
3
0
0
人
が

参
加
。
原
告
の
田
中
更
さ
ん
（
府

中
国
立
）
、
佃
俊
彦
弁
護
団
事
務

局
長
、松
丸
一
雄
統
一
本
部
長（
東

京
土
建
委
員
長
）
ら
を
先
頭
に
入

廷
行
進
す
る
一
団
を
集
会
参
加
者

は
拍
手
で
送
り
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
会
議
員
会
館
に
移

動
し
、
結
審
大
集
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
児
玉
晋
統
一
本
部
副
本
部

長
（
埼
玉
土
建
）
の
「
一
人
も
欠

け
る
こ
と
な
く
救
済
す
る
た
め
に

が
ん
ば
ろ
う
」
と
の
あ
い
さ
つ
で

開
会
。全
建
総
連
や
東
京
地
評（
白

滝
誠
副
議
長
）
な
ど
5
つ
の
友
好

団
体
が
強
力
な
支
援
を
約
束
す
る

発
言
が
続
き
ま
し
た
。
原
告
の
訴

え
で
、
東
京
か
ら

は
東
京
1
陣
遺
族

原
告
の
森
川
順
子

さ
ん
（
江
戸
川
）

が
時
に
涙
で
声
を

詰
ま
ら
せ
て
「
基

金
制
度
を
作
り
一
日
も
早
い
解
決

を
の
ぞ
み
ま
す
。
全
面
解
決
ま
で

声
を
上
げ
続
け
ま
す
の
で
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
会
か
ら
は
近
藤
昭
一

（
立
民
）
、
福
島
瑞
穂
（
社
民
）
、

初
鹿
明
博（
立
民
）、
山
添
拓（
共

産
）、
宮
本
徹（
共
産
）
の
5
議
員

が
駆
け
つ
け
、
解
決
へ
の
政
治
の

責
任
を
強
調
し
、
た
た
か
い
に
連

帯
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
北
川
誠
太
郎
統
一
本
部

事
務
局
長
が
、福
岡
高
裁
判
決（
11

月
11
日
）
後
の
行
動
、
東
京
2
陣

公
正
判
決
署
名
の
推
進
、
賛
同
署

名
の
拡
大
、
3
陣
組
織
の
強
化
な

ど
行
動
提
起
を
し
、
集
会
終
了
。

そ
の
後
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
集
会

参
加
者
は
賛
同
議
員
を
訪
れ
、
全

国
連
絡
会
国
会
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の

資
料
を
手
渡
し
ま
し
た
。

どけんフェスティバル in タチヒのチ
ラシを上久保さん（左）に渡す坂爪分
会長（中央）、加藤分会財政部長（右）

「
台
風
、
ど
う
な
る
か
な
あ
」

高
和
分
会
の
セ
ン
タ
ー
に
午
後
7

時
に
集
ま
っ
て
き
た
仲
間
た
ち

は
、
台
風
19
号
の
接
近
で
、
仕
事

や
週
末
の
組
合
の
企
画
を
気
に
し

な
が
ら
も
、
こ
の
日（
10
月
10
日
）

の
行
動
に
集
中
し
ま
す
。
杉
並
支

部
で
は
、
10
日
は
健
康
診
断
未
受

診
者
呼
び
か
け
デ
ー
と
行
動
を
具

体
的
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

提
起
に
応
え
、
鎌
田
分
会
社
会
保

障
対
策
部
長
の
指
示
の
も
と
に
電

話
か
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
方
、
前
日
に
準
備
し
て
お
い

た
70
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
シ
ー

ト
を
持
っ
て
、
地
域
ご
と
に
組
合

員
訪
問
を
実
施
。
熊
谷
分
会
長
、

分
会
担
当
の
栗
林
常
任
、
腰
塚
書

記
の
チ
ー
ム
は
高
円
寺
南
の
地
域

へ
向
か
い
ま
し
た
。5
件
訪
問
し
、

奥
さ
ん
も
含
め
4
人
と
対
話
に
成

功
す
る
と
い
う
高
確
率
で
す
。
分

会
で
遅
れ
気
味
の
70
周
年
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
へ
の
応
募
を
話
の
切
り
口

に
し
な
が
ら
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
お
誘
い
を
し
、
未
加
入
の
仲
間

の
情
報
を
聞
き
ま
す
。
「
他
支
部

で
会
計
と
折
り
合
い
が
悪
く
辞
め

た
仕
事
仲
間
が
い
る
が
…
」
な
ど

と
対
象
者
情
報
も
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

高
和
分
会
の
目
標
は
残
り
3

人
。
超
過
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

70周年キャンペーンシートを
久保田さん（右）に渡す栗林
さん（中央）、熊谷さん（左）

■
9
月
16
日
、
さ

よ
う
な
ら
原
発
全

国
集
会
に
参
加
し

よ
う
と
代
々
木
公

園
へ
向
か
っ
て
い

た
と
き
、
原
発
集
会
に
行
く
の

で
す
か
と
、
女
性
に
声
を
掛
け

ら
れ
た
。
そ
の
女
性
は
、
福
島

原
発
事
故
後
、
住
ん
で
い
た
双

葉
町
か
ら
避
難
を
続
け
て
い
る

そ
う
だ
。
19
日
に
は
東
電
刑
事

裁
判
の
判
決
が
出
る
か
ら
注
目

し
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
た
。

■
東
電
の
勝
俣
恒
久
元
会
長
、

武
藤
栄
元
副
社
長
、
武
黒
一
郎

元
副
社
長
の
3
人
が
、
業
務
上

過
失
致
死
傷
罪
で
強
制
起
訴
さ

れ
た
裁
判
で
あ
っ
た
が
、
東
京

地
裁
の
判
決
は
全
員
無
罪
だ
っ

た
。
裁
判
の
争
点
は
、
海
抜
10

メ
ー
ト
ル
の
原
発
敷
地
を
超
え

て
来
る
津
波
を
予
見
し
て
、
対

策
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
3
人

と
も
予
見
で
き
な
か
っ
た
と
主

張
し
、そ
れ
を
認
め
た
判
決
で
、

原
子
力
行
政
に
忖
度
し
た
と
批

判
さ
れ
て
い
る
。

■
福
島
原
発
事
故
が
原
因
で
双

葉
病
院
の
入
院
患
者
を
は
じ
め

と
し
た
人
々
が
亡
く
な
っ
て
い

る
の
に
、
企
業
の
ト
ッ
プ
の
責

任
が
問
わ
れ
な
い
と
い
う
の
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
裁
判
所
は

「
原
発
に
絶
対
的
な
安
全
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
も
言
っ
て
お
り
、
到
底

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

代
々
木
公
園
で
声
を
掛
け
て
き

た
女
性
は
、
家
賃
補
助
を
打
ち

切
ら
れ
て
避
難
生
活
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
と

怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
た
。
原

発
事
故
被
害
は
続
い
て
い
る
。

責
任
を
あ
い
ま
い
に
し
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ェ
ス
チ
ラ
シ
で
対
話

八王子
・第８

地
道
に
声
か
け
を
続
け
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
切
り
口
に

杉 並
・高和

対
象
者
情
報
聞
き
出
す

アスベスト

命
あ
る
う
ち
全
面
解
決

消
費
税
の
転
嫁

拒
否
に
注
意
を

東
京
ル
ー
ト
２
陣
が
結
審

消
費
税
が
増
税
さ
れ
た
10
月
1

日
以
降
、
消
費
税
の
転
嫁
拒
否
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
転

嫁
拒
否
に
あ
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

組
合
や
公
正
取
引
委
員
会
（
☎
0

3
―
3
5
8
1
―
3
3
7
9
）
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。


